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○申請者の概要 

（フリガナ） 
名称（商号又は屋号） 

 
有限

ユウゲン

会社

ガイシャ

 中華

チュウカ

飯店

ハンテン

チバ

チ バ

 

 
※欄が不足する場合は、適宜枠を縦に拡げてください。ただし、本書全体で概ね８ページまでに収め

てください。（欄外には記載しないでください。） 

① 申請する補助事業（生産性向上）の類型（該当の番号に〇を付けてください。） 

１ 省人化（業務効率化） 

２ 生産量の増大 

３ 新事業展開・新商品開発 

② 現在事業を行っている事業所の住所 

千葉県○○市○○区○○町〇―〇 

 

 

③ 補助事業を実施する事業所の住所（②と同じ場合は、同上と記載） 

同上 

 

 

④ 現在の事業の概要 

※現在製造している製品、提供している商品・サービス等を具体的に記載してください。 

【事業概要】 

当社は昭和４９年に創業して以来、千葉県○○市で中華料理店を営んでいます。創業して 50年、地

元の皆様に愛され、お店も拡大を続け、現在 50席の規模まで成長致しました。 

現在は先代から事業を引き継ぎ、２代目社長として地域に居住する従業員 5名とその家族を支えな

がら、事業の更なる拡大に向け邁進しています。 

 

【提供している商品・サービス等】 

５０品目超の中華料理を提供しており、8割は店内、2割は

テイクアウトとなっています。２０２３年度の売上は、〇〇〇〇

万円（純利益 〇〇〇万円）でした。 

  

 

 

 

 

 

 

 

店舗外観・内部（図面・写真な

ど） 

売れ筋の提供メニュー（写真・価格など） 
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⑤ 生産性向上に向けた取組（補助事業）の必要性（自社の強み・弱み、課題、機会 等） 

【問題・課題の背景】 

外部環境と内部環境は以下の通りです。 

 プラス要因 マイナス要因 

外

部

環

境 

＜機会＞ 

・近隣人口の増加 

・近隣に中華料理店が少ない 

・景気の上向き 

＜脅威＞ 

・食材の値上がり 

・人件費の高騰 

・大手外食産業等の進出 

 

内

部

環

境 

＜強み＞ 

・地元での知名度 

・調理経験豊富なシェフ 

・商店街にあり、好立地 

＜弱み＞ 

・人手不足 

・デジタル化の遅れ 

 

長い経験に裏付けられた料理の味は、地元で好評です。商店街周辺には新築マンションも増え、コロ

ナショック後、順調に売上は回復しつつあります。このタイミングで、店舗規模に即したデジタル化を進

め、経営基盤の強化を図っていきたいと思います。 

 

【問題点】 

集客状況は、順調に推移していますが、一方で、ホールスタッフの確保に苦労しています。また、人件費

も昨今、上昇を続けており、店舗内の作業効率のアップが喫緊の課題となっています。 

 

【課題と解決方針】 

課題としては、①人員の確保や人件費の上昇、②注文の行き違いや厨房とのやり取りがしづらい、③売上・

利益分析などに費やす時間がないなどがあげられます。 

これらの解決策として、オーダーエントリー システムの導入を図ります。 

お客様の注文を受けたと同時に厨房内のディスプレイにその内容が表示され,ホールスタッフの業務効率が

上がると共に、伝達の行き違いも防止できます。また、POS レジを導入することで、売上・利益の分析も短時

間で行うことが可能となり、全体の作業効率は大きく改善します。システム会社によれば、当店の規模で、少

なくても〇人分の省人化に相当すると説明を受けています。 
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⑥ 導入する設備等の概要 

※製品名、性能・スペック等を記載してください。 

 

１）○○社製オーダーエントリー システム（端末、大型ディスプレイを含む）    ○○○○〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象システムの説明 

 

１） オーダーエントリー システム ○○○○○の構成 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

２） 上記の構成設備の悦明（仕様、写真など） 

POSレジ 

 

ハンディ ターミナル 

無線 LANアクセスポイント 

akuakusesupoinnto  

 

 

キッチン プリンタ 

キッチン ディスプレイ 
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⑦ ⑥で導入する設備等によって期待される効果、新事業・新商品の計画 

※①で１又は２を選択された方は、どのように生産性向上が達成される見込みなのか、具体的に記載してください。 

※①で３を選択された方は、新事業又は新商品の詳細や、実施計画を具体的に記載してください。 

  既に取り組んでいる事業や、製造している製品、提供しているサービス等は、既存事業とみなされますので、     

「新事業展開・新商品開発」とは認められません。審査において、既存事業であることが判明した場合、不交付となり  

ますので、ご留意ください。 

 

１）オーダーエントリー システムの導入による効果 

   システム導入により、ホールスタッフが注文を受けた段階で、厨房内のディスプレイに情報が表

示され、口頭による伝達の手間がなくなり、注文内容の行き違いも防げます。厨房内でもディス

プレイの表示により、作り忘れを防止し、また、調理の順番など効率を考える余裕ができます。 

 

２）POSレジの導入による効果 

   上記１）に連動し情報を共有化し、レジ機能の効率化が図れます。また、売上・利益分析も自動

化が図れ、今まで実行が難しかった経営分析も頻繁に可能となります。 

 

先にも述べましたが、システム会社によれば、当店の規模で〇人の省人化が可能とのことでした。 

 

⑧ 補助事業の実現可能性 

（資金調達内訳） 

 自己資金                〇,〇〇〇,〇〇〇円 

 外部調達                〇,〇〇〇,〇〇〇円 

 ※事前相談 

☑済（相談先金融機関：〇〇銀行） 

□未 

（実施スケジュール） 

※表を用いても構いません。 

実施スケジュールは以下のとおりです。 

 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

見積・装置選定・申請          

交付決定          

発注          

システム・設備の設置          

情報の登録・テスト          

説明会・スタッフ教育          

本稼働          
 

 


